
織物基礎【対面方式】

織物基礎【オンデマンド方式】

製織準備【たて継ぎ（手つなぎ）】

製織準備【たて継ぎ（機械つなぎ）】

製織【基礎】

製織【応用】

織物組織と紋織技術

織物設計のための基礎知識

織機調整【シャットル基礎】

織機調整【レピア基礎】

織機調整【分解・組立】

織機調整【織機調整研究会】

新商品開発【産地ネットワーク構築】

新商品開発【縫製】

新商品開発【ものづくり＆機器活用】

現場実践研修

セミナー【先進事業の見学】

令和８年度丹後織物人材育成研修 ～受講者募集～

織機調整
【シャットル基礎】コース

京都府織物・機械金属振興センターでは、織物製造

及び関連工程に係る人材育成研修を実施しています。

本研修は、シャットル織機の基礎的な調整方法につ

いて、実技を中心に学ぶ全9回の研修となっています。

8.18
各回 １３時３０分～ １６時３０分
毎週火曜日、全９回

2 0
2 6 （火）

申込方法

10.20 （火）～

フォーム（ https://forms.cloud.micros
oft/r/4JRR6t3cvW ）または裏面の申

込書に必要事項を記入し、お申し込
みください。右記QRコードからもアク
セスできます。

申込締切 8.10 （月）

各研修のカラー

カリキュラム少、
受講者の声ver

● 対象者 シャットル織機を導入している
または導入を検討している事業者

● 講 師 ・丹後テキスタイル・テクノ会員
  （織機調整技能士）
・技術支援課 吉岡副主査

● 場 所 ・丹後織物フェニックスセンター
 （丹後織物工業組合内）
 （京丹後市大宮町河辺3188）
・丹後・知恵のものづくりパーク
  B棟 織物実験室
 （京丹後市峰山町荒山225）

● 定 員  ５名（申込受付順）

● カリキュラム 下記参照

回数 開催日 指導項目 講師 具体的内容 会場

1 8月18日
・ガイダンス
・織機全体の構造

技術支援課
吉岡副主査

・本講習会全体の説明など
・織機全体の構造に係る解説など

丹後織物
フェニックスセンター

2 8月25日
・原動装置
・筬打装置

丹後テキスタイル・テクノ
平田講師

・原動装置の機構と調整に関すること
（ハンドル、ブレーキを含む）
・筬打ち機構に関する解説

丹後織物
フェニックスセンター

3 9月1日
・杼打装置
・杼受装置

〃
・杼打装置の機構と調整に関すること
・杼受装置の機構に関すること

丹後織物
フェニックスセンター

4 9月8日
・杼受装置
・杼走

〃
・杼受装置の調整に関すること
・杼走全般に関すること

丹後織物
フェニックスセンター

5 9月15日 ・交換装置
丹後テキスタイル・テクノ

長島講師
・交換装置の機構と調整に関すること

丹後織物
フェニックスセンター

6 9月29日
・杼箱調整
・追杼装置

〃
・杼箱の機構と調整に関すること
・追杼装置の機構と調整に関すること

丹後織物
フェニックスセンター

7 10月6日
・巻取装置
・送出装置

技術支援課
吉岡副主査

・巻取装置の機構と調整に関すること
（地越の調整を含む）
・送出装置の機構と調整に関すること

織物・機械金属
振興センター

8 10月13日 ・開口装置 〃
・ジャカードに関する機構と調整に関すること
（開口量、タイミングに関する調整を含む）

織物・機械金属
振興センター

9 10月20日 ・全体のまとめ
丹後テキスタイル・テクノ

平田講師
・全体をとおしてのおさらいと質疑応答

織物・機械金属
振興センター

https://forms.cloud.microsoft/r/4JRR6t3cvW
https://forms.cloud.microsoft/r/4JRR6t3cvW


申込先
京都府織物・機械金属振興センター
技術支援課 吉岡
E-mail. k-yoshioka97@pref.kyoto.lg.jp
FAX.. 0772-62-5240

令和８年度丹後織物人材育成研修
織機調整【シャットル基礎】コース

申込書

企業名

代表者 (役職名) （氏名）

業種
（主な製品等）

受講者氏名 （ふりがな）

年齢
10代 ・ 20代 ・ 30代 ・ 40代 ・ 50代 ・ 60代以上

従事年数

担当業務

住所 〒 ー

TEL

FAX

E-mail

織機調整に関するこ
とで特に知りたいこと
や研修に対する要望
などあれば、ご記入
ください。
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